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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、推定上のセリン/スレオニンキナーゼであり、有糸分裂装置に局在し、有糸分裂初期に細胞周期制御因子CDC2キナーゼと複合体を形成する。このタンパク質は細胞周期依存的にリン酸化され、前期後期のリン酸化は中期まで持続する。このタンパク質のN末端領域はCDC2と結合して複合体を形成し、H1ヒストンキナーゼ活性が低下することから、CDC2/サイクリンAの負の調節因子としての役割が示唆される。さらに、C末端キナーゼドメインは自身のN末端領域に結合することから、分子内結合を介して複合体形成を阻害することで負の調節能を発揮する可能性が示唆される。生化学的および遺伝学的データから、腫瘍抑制因子としての役割が示唆されている。これは、ノックアウト マウスで軟部肉腫、卵巣間質細胞腫瘍の発生、および発癌性治療に対する高い感受性を示した研究によって裏付けられています。触媒活性:ATP + タンパク質 = ADP + リン酸化タンパク質。,補因子:マグネシウム。,機能:有糸分裂の進行と G1 四倍体チェックポイントの両方に作用することにより、倍数性の維持に重要な役割を果たす腫瘍抑制因子。CDC2 キナーゼ活性を下方制御することにより、G2/M 遷移を負に制御します。p53 発現の制御に関与します。LIMK1 の負の調整を介してアクチン重合を制御することで、細胞質分裂に影響を及ぼします。内分泌機能にも関与している可能性があります。,PTM:自己リン酸化され、細胞周期の M 期にリン酸化されます。STK3 によって Ser-909 および Thr-1079 がリン酸化され、活性化されます。 DNA が損傷すると (おそらく ATM または ATR によって) リン酸化されます。,類似性:タンパク質キナーゼ スーパーファミリーに属します。AGC Ser/Thr タンパク質キナーゼ ファミリー。,類似性:AGC キナーゼ C 末端ドメインを 1 つ含みます。,類似性:タンパク質キナーゼ ドメインを 1 つ含みます。,類似性:UBA ドメインを 1 つ含みます。,細胞内局在:間期を通して中心体に局在しますが、有糸分裂中は紡錘体極体、有糸分裂紡錘体、および中間体を含む有糸分裂装置に移動する。,サブユニット:有糸分裂初期に CDC2 と複合体を形成します。LATS1 関連の CDC2 には有糸分裂サイクリン パートナーがなく、明らかなキナーゼ活性はありません。リン酸化 ZYX に結合し、このタンパク質を有糸分裂紡錘体に局在させることで、有糸分裂中のアクチン調節タンパク質の役割を示唆しています。細胞質分裂中にアクチンミオシン収縮環でLIMK1に結合し、共局在する。,組織特異性:肺と腎臓を除くすべての成人組織で発現する。,
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	LATS1/2（リン酸化Thr1079/1041）抗体を用いたリン酸化ペプチド（リン酸化左）および非リン酸化ペプチド（リン酸化右）免疫原の酵素結合免疫吸着測定（リン酸化ELISA）
	

	LATS1/2（リン酸化Thr1079/1041）抗体を用いたパラフィン包埋ヒト脳の免疫組織化学染色。右の写真はリン酸化ペプチドでブロッキングした状態。

